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フ
ラ
ン
ス
、
リ
ー
ル
第
３
大
学
日
本
学
科
準
教
授 竹

本
俊
雄 

司
会 

白
百
合
女
子
大
学 

福
田
耕
介 

④ 

遠
藤
周
作
の
神
理
解
と 

西
欧
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
理
解 

ボ
ア
ノ
ヴ
ァ
宣
教
会
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
大
阪
大
司
教
区 

高
槻
教
会
担
当
司
祭 

ア
シ
ェ
ン
ソ
・
ア
デ
リ
ノ 

司
会 

横
浜
女
子
短
期
大
学
元
教
授 

兼
子
盾
夫 

【

講

演

】 

⑤ 

南
蛮
の
ま
な
ざ
し
を
想
う 

京
都
外
国
語
大
学
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
学
科
長 

住
田
育
法 

【

総

会

】 
 

総
会
は
、
議
長
に
片
山
は
る
ひ
氏
を
選
出
し
て
開
か
れ
た
。

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の

と
お
り
。 

◆ 

第
六
回
二
〇
一
一
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を
山
口
県
下
関
市
、
梅
光
学
院
大
学
に
て
開
催
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
五
号
発
行
。 

第
六
回
遠
藤
周
作
学
会
の
発
表
者
三
氏
に
加
え
、
佐

藤
顧
問
の
講
演
原
稿
、
笠
井
代
長
の
論
文
、
ほ
か
一

氏
の
投
稿
論
文
、
二
〇
一
一
年
遠
藤
周
作
参
考
文
献

目
録
及
び
研
究
展
望
も
収
録
。
今
号
よ
り
背
表
紙
に

欧
文
タ
イ
ト
ル
掲
載
。
英
文
校
閲
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ゲ

ッ
セ
ル
氏
に
依
頼
し
た
。
創
刊
号
は
再
版
を
検
討
中
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
時
点
で
八
十
名
。
二

〇
一
一
年
度
の
新
会
員
は
七
名
。 

次
に
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
一
年
度
会
計
報
告
が
行
わ

れ
、
太
原
正
裕
氏
、
今
井
真
理
氏
に
よ
り
監
査
報
告
が
な

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
運
営
委
員
で
検
討
し
た
結

果
、
笠
井
氏
に
代
表
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
、
川
島

氏
を
副
代
表
と
し
て
、
運
営
委
員
全
体
で
協
力
し
て

い
く
体
制
で
今
後
も
す
す
め
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
次
期
も

山
根
氏
が
務
め
、
事
務
局
長
補
佐
は
井
上
氏
が
担
当
、

現
運
営
委
員
は
、
留
任
し
、
新
運
営
委
員
と
し
て
、

太
原
氏
に
加
わ
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
さ
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ら
に
、
機
関
誌
編
集
委
員
の
研
究
展
望
担
当
を
、
武

田
氏
か
ら
笛
木
氏
に
引
き
継
ぐ
案
が
、
承
認
さ
れ
た
。 

◆ 

会
則
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
副
代
表
を
新
た
に
設
け

る
こ
と
に
伴
い
、
会
則
に
次
の
下
線
部
を
追
加
す
る

変
更
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

会
則
（
４
） 

②
代
表 

一
名
（
副
代
表
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
） 

会
則
（
５
） 

②
代
表
及
び
事
務
局
長
は
運
営
委
員

の
互
選
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得

る
。
副
代
表
を
置
く
場
合
も
同
様
と
す
る
。 

◆ 

作
品
別
研
究
史
の
企
画
に
つ
い
て
、
再
来
年
の
『
遠

藤
周
作
研
究
』
へ
の
掲
載
を
め
ざ
し
、
長
濱
氏
を
中

心
に
企
画
を
進
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

◆ 

第
７
回
２
０
１
２
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を
京
都
外
国
語
大
学
に
て
開
催
。
会
員
二
十
七
名
、 

 

聴
講
者
約
三
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
六
号
）
は
、

今
回
の
発
表
者
４
人
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。
募
集
要

項
等
は
こ
れ
ま
で
通
り
。 

◆ 

二
〇
一
三
年
度
の
大
会
は
、
慶
應
義
塾
大
学
で
、
九

月
二
十
一
日
（
土
）
に
開
催
予
定
。 

最
後
に
山
梨
英
知
大
学
の
川
島
秀
一
氏
の
閉
会
の
辞
を
も

っ
て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。
約
三
十
名
が
懇
親
会
会

場
の
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ーITA

LIC
O

に
移
動
し
、
新
会
員
や

発
表
者
、
講
演
者
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
始
終
和
や
か
な
交
流
が

行
わ
れ
た
。 

 ■
 

事
務
局
よ
り 

▼
第
七
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
遠
藤
周
作
が
最
晩

年
に
は
別
荘
を
建
て
る
ほ
ど
愛
し
た
古
都
、
京
都
に
あ
る
京
都

外
国
語
大
学
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

会
員
二
七
名
に
、
聴
講
者
が
約
三
十
名
加
わ
り
、
盛
会
で
し
た
。

こ
の
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
京
都
外
国
語

大
学
の
長
濱
拓
磨
氏
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
日
本
文
学
の
若
手
研
究
者
二

名
の
充
実
し
た
発
表
に
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
大
学
の

日
本
文
学
研
究
者
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
の
比
較
研
究
的

視
点
か
ら
の
発
表
、
最
後
に
ロ
ー
マ
・
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
大
学
に

て
遠
藤
文
学
に
お
け
る
神
義
論
で
神
学
博
士
号
を
取
得
し
た
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ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
に
よ
る
神
学
的
視
点
か

ら
の
発
表
と
、
今
回
も
多
方
面
か
ら
遠
藤
文
学
に
迫
る
、
遠
藤

周
作
学
会
な
ら
で
は
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
機
関
誌
「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
６
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、
会

員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
投
稿
規
定
の
字
数
に
つ
い
て
四
〇

〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
三
〇
枚
以
内
と
あ
り
ま
す
が
、

四
〇
枚
以
内
に
昨
年
度
か
ら
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
機

関
誌
の
投
稿
規
程
に
は
こ
ち
ら
の
ミ
ス
で
「
三
十
枚
以
内
」
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で

す
。
三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
来
年

は
遠
藤
周
作
生
誕
九
十
年
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
、
次
回
の
会

場
は
、
遠
藤
周
作
の
母
校
で
あ
る
慶
応
義
塾
大
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な

さ
れ
、
盛
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
笠
井
代
表
は
足
が
ま
だ
少
し
お
悪
い
た
め
、
今
回
も
大
会
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
お
元
気
で
、

遠
藤
作
品
の
研
究
を
さ
ら
に
精
力
的
に
進
め
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
、
学
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
し
た
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

機
関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
で
は
、

こ
の
二
年
間
武
田
氏
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
笛
木
氏
に
担
当
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す
る
、
会
員
方
々
の

論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に
つ
い
て
の
情
報

を
、
笛
木
氏
に
直
接
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
、
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
今
後
、

笛
木
氏
に
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。 

 遠
藤
周
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学
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事
務
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a
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